
豊田市成年後見制度利用促進計画の取組について

資料６



令和８年度の進め方について

〇 第２次豊田市成年後見制度利用促進計画の令和８年度取組について

【協議】

・ 令和８年度とよた権利擁護支援推進シンポジウム開催について【報告】

・ 身寄りを頼ることができない方への支援部会の開催について【協議】

〇 豊田市成年後見制度利用促進計画の令和８年度実績見込について
【報告】

〇 豊田市成年後見支援センター令和９年度事業計画（案）について【協議】

〇 身寄りを頼ることができない方への支援 令和９年度事業計画（案）に
ついて【協議】

第１回

（7/29）

第２回

（２/3）
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令和８年度の取組予定

重点取組 令和８年度の取組予定（取組指標）

① ベストミックスによる権利擁護支援の担い手の確保と

活動支援

・ 「障がい者セーフティネット支援型法人後見等推進委託」開始

（委託先：社会福祉連携推進法人となりの）

・ 専門職後見人等向け手引の作成

・ 権利擁護支援推進シンポジウムの開催

・ 市民後見人の支援体制整備・リレーや複数受任の見直し検討

② 市民参画と多機関協働による身寄りのない高齢者等

の権利擁護支援と「みよる」地域づくりの推進

・ 「みよる」地域づくりに向けた地域連携ネットワークの強化

（１）身寄りを頼ることができない方への支援部会の開催

（２）関係者向け研修の開催

・ 結サポートの充実（意思決定フォロワー講座等の開催など）

③ 市民参画と多機関協働による意思決定支援
・ 意思決定フォロワーの活躍の場の拡大

・ 各分野での意思決定支援研修の実施

④ 権利擁護基金の充実 ・ ふるさと納税の活用に向けた他自治体事例の調査

⑤ 配慮が必要な方への社会参加支援 ・ （再掲）意思決定フォロワーの活躍の場の拡大

懸案事項 令和８年度の取組予定

○ 権利擁護支援の新たな仕組みへの対応 ・ 民法及び社会福祉法の改正動向の把握と対応方針の検討

評価活動 令和８年度の取組予定

○ 市民後見人や協議会と共働した評価活動の実施 ・ 市民後見人交流会や専門職交流会を通じた事例等の吸い上げ

○ 第２次豊田市権利擁護支援推進計画・成年後見制度利用促進計画では、５つの重点取組と１つの懸案事項を設定して

いる（重点取組は年度毎に取組指標を設定）。また、事例等による評価活動も取組を進める。
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○ 豊田市では、市民後見人養成講座の開講を通じ、後見人活動のみならず、意思決定フォロワーや権利擁護の自主

啓発団体、ボランティア実践など様々な市民活躍の機会や権利擁護支援の推進につながっている。

○ この動きを後押しすることは、地域共生社会の実現に大きくつながることから、昨年度に引き続きシンポジウム

を開催した。

日時 令和8年5月23日（土）午後1時30分～午後4時30分

場所 豊田市福祉センターホール

テーマ 「わたしの思い」を地域でつなぐ ～「思い」からつながるまち・豊田～

講師

講演

・ 名古屋家庭裁判所 岡崎支部 裁判官

鼎談

・ 豊田加茂医師会 会長 加藤 真二氏

・ 日本弁護士連合会 高齢者・障がい者権利支援センター 福島 健太氏

シンポジウム

・ NPO法人地域福祉支援センターちいさな手 清野 光彦氏

・ NPO法人やどかりプラス 寺尾 真次氏、野口 大介氏

・ とよた市民後見人 意思決定フォロワー 野々上 幸子氏

・ （アドバイザー）日本弁護士連合会 高齢者・障がい者権利支援センター 福島 健太氏

・ （コーディネーター）豊田市社会福祉協議会 くらし応援課 大地 裕介

実績

○ 参加者数：263名（会場:223名、オンライン40名）

○ アンケート回収：80名

（よく理解できた：52名、まあまあ理解できた：26名、

あまり理解できなかった：2名、理解できなかった：0名）

（参考）令和８年度とよた権利擁護支援推進シンポジウム開催について【報告】
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（参考）令和８年度とよた権利擁護支援推進シンポジウム開催について【報告】

○ 開催風景

〇意見・感想（アンケートより抜粋）

・各地で様々な活動がされていてとても興味深かったです。つながるということ、関係をつくるということ、今の自分

に何ができるか、改めて考える良い機会となりました。

・野々上さんのシンポジウムの内容は、今後市民後見人又は意思決定フォロワーとして活動することがあれば背中を

押してもらえるような気がした。

・加藤医師の「治して支える」という先生のお話がとてもよかった。その人の幸せはなんだろうという人生そのものを

支えることが大事なことであると教えていただいた。とても良いお話で参加して良かった。
4


